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新
緑
の
美
し

い
季
節
を
迎

え
、
会
員
の

皆
様
に
は
ま

す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り

林
政
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

誌
上
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
森
林
は
木
材

な
ど
の
林
産
物
の
提
供
を
は
じ
め
、

水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の
防

止
、
保
健
休
養
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
昨
年
末
京
都
で
開
催
さ
れ

た
「
地
球
温
暖
化
防
止
会
議
」
に
お

い
て
は
木
材
の
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸

収
・
固
定
機
能
が
注
目
さ
れ
る
な

ど
、
森
林
の
重
要
性
、
森
林
に
対
す

る
国
民
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

　
農
林
水
産
部
参
与
（
林
政
課
長
）

岡
　
崎
　
　
　
徹
　

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
森
林
・
林
業
を

取
り
巻
く
情
勢
は
た
い
へ
ん
厳
し

く
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
住

宅
着
工
戸
数
の
減
少
、
木
材
価
格
の

低
迷
、
さ
ら
に
は
林
業
従
事
者
の
高

齢
化
・
減
少
な
ど
明
る
い
話
題
が
聞

か
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
県
に
お
き

ま
し
て
は
林
業
、
木
材
産
業
の
振
興

を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ

い
て
は
、
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
県
産
材
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
ほ
か
、
県
産
材
を
使
用
し
た
木

造
住
宅
へ
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
木
材
関
連
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化

の
推
進
、
乾
燥
技
術
の
向
上
を
図
る

た
め
技
術
研
修
会
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
減
少
・
高
齢
化
す
る
林
業

労
働
力
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
三
月
に
指
定
し
た
「
林
業
労
働

力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し

て
新
規
就
業
か
ら
実
際
に
活
躍
す
る

ま
で
の
一
連
の
支
援
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
高
性
能
林
業
機
械
の
整

備
や
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え

る
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、
農
林
高

校
生
を
対
象
に
、
林
業
作
業
現
場
の

視
察
、
現
地
実
習
を
実
施
し
、
林
業

へ
の
理
解
を
深
め
就
業
意
欲
の
向
上

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
を
県
民
共
通
の
財
産

と
し
て
、
県
民
総
参
加
で
守
り
、
育

て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
「
美
し
い
森
づ
く
り
運
動
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
度
に
ス

タ
ー
と
し
て
か
ら
本
年
度
で
六
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
各
地

方
振
興
局
単
位
に
「
美
し
い
森
づ
く

り
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
ド
ン
グ
リ

ポ
ッ
ト
苗
木
の
育
成
か
ら
植
樹
に
い

た
る
ま
で
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の
運
動

も
年
々
大
き
く
な
り
、
林
業
関
係
者

の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
々
に
も
森

林
・
林
業
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識

が
一
層
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

ま
し
て
、
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
運

動
が
よ
り
多
く
の
皆
様
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

た
施
策
の
ほ
か
、
特
用
林
産
物
の
生

産
振
興
や
森
林
保
護
対
策
な
ど
地
域

振
興
・
生
活
環
境
保
全
を
目
的
と
し

た
数
多
く
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ

め
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
十
分
調

整
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ど
う
か
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
性
能
林
業
機

械
の
普
及
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
現
状
を
紹
介
し
ま

す
。

■
高
性
能
林
業
機
械
の
現
状

　
全
国
の
保
有
台
数
は
図
│
一
の
と

お
り
で
、
一
四
七
八
台
（
平
成
八
年

度
末
現
在
）
も
の
機
械
が
稼
働
し
て

い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
枝
払
い
と

玉
切
り
の
で
き
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
増

加
が
著
し
く
、
全
体
の
四
十
一
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
地
域
別
に
は
、
北

海
道
と
九
州
地
区
が
多
く
、
併
せ
て

全
体
の
約
四
五
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
り
、
一
層

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
岡
山
県
で
も
機
械
化
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
平
成
九
年
度

末
ま
で
に
吉
井
川
、
旭
川
、
高
梁
川
の

各
流
域
で
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
高
性
能
林
業
機
械
の
利

用
が
本
格
的
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
保
有
台
数

も
約
三
十
台
（
平
成
九
年
度
末
現

在
）
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
、
本
格
的

な
高
性
能
林
業
機
械
の
時
代
が
や
っ

と
到
来
し
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

■
県
内
の
先
進
事
例

　
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
を
導
入
し
た

事
業
体
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
は
、
一
般
的
に

緩
傾
斜
地
で
林
内
に
入
っ
て
使
用
す

る
伐
倒
用
機
械
で
す
。
こ
れ
は
、

ベ
ー
ス
マ
シ
ン
に
十
八
㍍
の
ロ
ン
グ

ブ
ー
ム
・
ア
ー
ム
を
装
着
し
て
作
業

範
囲
を
拡
大
し
、
作
業
路
開
設
と
併

用
し
て
急
傾
斜
で
の
作
業
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
伐
倒
を
組
み
合
わ
せ
る
と
樹
高

＋
ブ
ー
ム
・
ア
ー
ム
の
長
さ
の
範
囲

で
集
材
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
ま
す
。
生
産
性
は
、
プ
ロ
セ
ッ
サ

等
の
活
用
に
よ
り
皆
伐
施
業
地
で
欧

米
並
み
の
一
日
・
一
人
当
た
り
十
立

方
㍍
程
度
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

■
お
し
ら
せ

　
今
年
の
林
業
機
械
展
示
・
実
演
会

が
、
十
月
四
、
五
日
に
鳥
取
県
港
町

の
鳥
取
千
代
地
区
港
湾
関
連
用
地
で

鳥
取
県
と
林
業
機
械
化
協
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

か
ら
最
新
の
高
性
能
林
業
機
械
等
の

林
業
用
機
械
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
御
覧
に
な
っ

高
性
能
林
業
機
械
の
現
状
に
つ
い
て

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
旦
　
良
則
）

林業機械化センターに�
導入された機械�

流　域�
吉井川�
�
�

旭　川�
�

高梁川�

機　種　名　等�
プロセッサ３台�
タワーヤーダ２台�
フォワーダ２台ほか�
プロセッサ２台�
タワーヤーダ１台�
プロセッサ２台�
フォワーダ１台�

図－１　高性能林業機械の保有状況�

プロセッサ
41％

284
252
180

116
596

フォワーダ
19％

ハーベスタ
17％

タワー�
ヤーダ

12％

スキッダ
8％

フェラーバン�
チャー
3％

50

活躍するフェラーバンチャ
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玉
野
市
深
山
公
園
は
、
玉
野
市
の

ほ
ぼ
中
央
、
国
道
三
〇
号
線
沿
い
の

田
井
地
区
に
位
置
し
、
花
と
緑
に
囲

ま
れ
た
五
つ
の
池
が
あ
る
『
自
然
が

い
っ
ぱ
い
』
の
都
市
近
郊
型
の
森
林

公
園
で
す
。

　
約
二
〇
〇
㌶
の
広
大
な
園
内
に

は
、
保
健
休
養
の
場
と
し
て
の
機
能

が
高
度
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
休
憩

舎
、
種
々
の
広
場
、
花
木
の
植
栽
等

に
つ
い
て
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
花
木
は
、
約
七
千
本
の
桜
を

は
じ
め
ウ
メ
、
ツ
バ
キ
、
ツ
ツ
ジ
等

三
〇
〇
種
を
超
す
約
十
五
万
本
が
植

栽
さ
れ
、
春
の
お
花
見
、
秋
の
紅
葉

狩
り
等
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
園
内
に
は
、
総
延
長
二
〇

㌔
㍍
の
遊
歩
道
、
三
千
六
百
㍍
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
は
じ
め
と
し

た
緑
豊
か
な
「
散
策
ゾ
ー
ン
」
、
わ

ん
ぱ
く
広
場
、
ミ
ニ
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

場
等
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

「
花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
」

　
　
　
〜
玉
野
市
深
山
公
園
〜

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し

て
い
る
「
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
」
、
瀬
戸

内
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

「
道
の
駅
・
み
や
ま
公
園
」
が
あ

り
、
早
朝
か
ら
は
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
楽
し
み
、
休
日
に
は
家
族
連
れ

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
深
山
公
園
の
新
し
い
顔
と

し
て
平
成
十
二
年
度
に
完
成
予
定
の

「
イ
ギ
リ
ス
庭
園
」
は
イ
ギ
リ
ス
の

歴
史
と
文
化
の
中
で
、
自
然
美
を
基

に
造
り
あ
げ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

庭
園
の
整
備
に
よ
り
、
よ
り
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
公
園
へ
と
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ブ
の
疲
れ
を
こ
の
花
と
緑

に
つ
つ
ま
れ
た
自
然
の
中
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
皆
様
も
近
く
に
お
越
し
の
時
は
、

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

玉
野
市
都
市
計
画
課

（
〇
八
六
三
）
三
二
│
五
五
三
八

玉
野
市
公
園
緑
化
協
会

（
〇
八
六
三
）
二
一
│
二
八
六
〇

（
岡
山
普
及
指
導
区
Ag
野
崎
晋
也
）

７�
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一
　
は
じ
め
に

　
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
木
材
価

格
の
低
迷
等
に
よ
る
厳
し
い
林
業
情

勢
は
、
苫
北
地
区
（
富
村
・
奥
津
町
・

上
斎
原
村
）
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
林
業
の
振
興
、
山
村
の

活
性
化
が
望
ま
れ
る
中
、
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
林
業
の
担
い
手
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
当
地
区
は
そ
の

育
成
強
化
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
地
区
内
に
は
、
精
力
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
七
つ
の
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
協
調
を

図
る
た
め
苫
北
地
区
林
業
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
町
村
及
び

森
林
組
合
で
構
成
さ
れ
る
苫
北
林
業

改
良
普
及
協
議
会
（
担
当
地
区
林
業

改
良
指
導
員
が
事
務
局
担
当
と
な
っ

て
い
る
）
に
よ
り
支
援
さ
れ
、
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二
　
活
動
内
容
に
つ
い
て

　
a

　
優
良
材
品
評
会

　
優
良
材
生
産
団
地
の
形
成
と
生
産

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

優
良
材
の
品
評
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
林
研
会
員
か
ら
の
出
展
材
（
素

材
）
を
製
材
工
場
で
製
材
し
審
査
を

行
い
ま
す
。
毎
年
約
三
十
点
の
材
が

寄
せ
ら
れ
、
地
区
内
各
地
の
ふ
る
さ

と
祭
り
等
で
展
示
し
林
業
振
興
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
表
彰
式
は

奥
津
町
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
一
行
事
と

し
て
行
い
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う

中
、
地
元
木
材
へ
の
関
心
が
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
b

　
キ
ャ
ン
プ
交
流
会

　
参
加
者
に
地
域
林
業
の
担
い
手
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

と
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
林
業
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
を

後
援
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
林
研

グ
ル
ー
プ
会
員
及
び
そ
の
家
族
、
ま

た
緑
の
少
年
隊
や
森
林
・
林
業
に
興

味
を
持
つ
一
般
住
民
に
ま
で
参
加
を

呼
び
か
け
、
子
供
も
大
人
も
一
緒
に

森
林
に
ふ
れ
あ
え
る
場
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　
c

　
小
学
生
木
工
作
品
展

　
地
区
内
の
小
学
生
を
対
象
に
木
に

接
す
る
場
を
提
供
し
、
木
の
性
質
や

地
元
材
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
林
業
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
を

後
援
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
優
良

材
品
評
会
出
展
材
と
同
様
、
地
区
内

の
ふ
る
さ
と
祭
り
等
で
展
示
す
る
と

と
も
に
、
美
作
地
区
木
工
工
作
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
出
品
し
地
元
材
の
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
d

　
野
生
き
の
こ
鑑
定
会

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

九
年
に
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
交
流
の
場

と
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
山
の
資

源
で
あ
る
野
生
き
の
こ
を
特
用
林
産

物
と
し
て
振
興
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
林
業
試
験
場
の
協
力
を
得
て
、

実
施
し
ま
し
た
。
地
区
外
か
ら
の
参

加
も
多
数
あ
り
、
野
生
き
の
こ
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
今
後
も
継
続
的

な
実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

三
　
お
わ
り
に

　
旧
奥
津
林
業
改
良
指
導
員
駐
在
所

が
主
動
と
な
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
活

動
も
、
独
立
駐
在
所
の
統
合
配
置
に

よ
り
減
退
す
る
こ
と
な
く
、
更
な
る

発
展
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

今
後
と
も
指
導
区
と
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
苫
津
普
及
指
導
区
Ag
内
山
貴
博
）

キャンプ交流会

苫北地区優良材品評会（木工作品展）

　
普
及
指
導
最
前
線

「
苫
北
林
業
改
良
普
及
協
議
会
に
よ
る
普
及
活
動
」
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近
年
、
快
適
な
居
住
空
間
を
め
ざ

し
、
住
宅
な
ど
の
建
築
物
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
日
本
の

家
は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で

も
優
れ
た
通
風
性
を
持
ち
、
ま
た
、

換
気
を
常
に
行
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
「
高
気

密
・
高
断
熱
化
」
の
た
め
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
や
空
調
設
備
が
完
備
さ
れ
、

家
中
に
断
熱
材
が
貼
り
巡
ら
さ
れ
た

人
工
的
な
居
住
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
空
間
の
建
築
材
料

や
製
品
は
、
工
業

的
に
生
産
さ
れ
て

い
る
た
め
、
化
学

物
質
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
建
材
や

塗
料
、
接
着
剤
が

多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
化

学
物
質
は
、
快
適
な
居
住
空
間
を
演

出
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
時
に
室
内

空
気
を
汚
染
し
、
さ
ら
に
は
健
康
へ

悪
影
響
を
与
え
る
と
し
て
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
化
学
物
質
の
一
つ
と
し

て
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
あ
り
ま

す
。

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
工
業
的

に
は
メ
タ
ノ
ー
ル
を
酸
化
し
て
製
造

さ
れ
ま
す
。
酸
素
を
含
む
も
っ
と
も

単
純
な
有
機
化
合
物
で
刺
激
臭
の
あ

る
無
色
の
気
体
で
す
。
こ
れ
は
、
水

に
良
く
溶
け
、
三
〇
〜
五
〇
㌫
程
度

の
水
溶
液
を
ホ
ル
マ
リ
ン
と
呼
び
、

消
毒
や
防
腐
液
に
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
自
然
界

に
も
微
量
存
在
し
て
い
ま
す
。
木

材
、
た
ば
こ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
、

そ
の
他
の
有
機
物
を
燃
焼
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
光
化
学
反

応
に
よ
っ
て
生
成
し
ま
す
。
例
え

ば
、
木
材
の
燃
焼
に
よ
っ
て
は
九

〇
〜
七
〇
〇
㍉
㌘
／
㌔
㌘
、
自
動
車

の
ガ
ソ
リ
ン
の
燃
焼
で
七
〇
〇
㍉
㌘

／
㍑
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
生
成

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
物
中
に
も
意
外
に
多
量

の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
存
在
し
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
リ
ン
ゴ
に
は
十
七
㍉
㌘
／
㌔

㌘
、
タ
マ
ネ
ギ
に
は
十
三
㍉
㌘
／
㌔

㌘
、
存
在
す
る
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は

人
体
中
に
も
存
在
し
て
お
り
、
あ
る

計
算
で
は
、
成
人
男
子
が
一
日
に
利

用
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
総
量

は
約
五
八
㌘
だ
そ
う
で
す
。

　
で
は
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
ど

の
よ
う
に
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る

の
で
し
ょ
う
か
。
空
気
に
含
ま
れ
る

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
そ
の
濃
度

に
よ
っ
て
呼
吸
器
（
鼻
、
喉
）
や
目

の
粘
膜
に
対
し
強
い
刺
激
を
与
え
ま

す
。
新
築
住
宅
で
「
目
や
鼻
が
痛
く

な
る
」
と
い
う
事
例
は
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
が
要
因
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ホ
ル
ム

ア
ル
デ
ヒ
ド
は
有
害
と
な
る
の
で

す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
、
環
境
に
関
す

る
症
状
と
し
て
化
学
物
質
過
敏
症
が

増
加
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
北
里
大
学
の
宮
田
教
授
に
よ
れ

ば
、
「
化
学
物
質
過
敏
症
は
、
化
学

物
質
に
暴
露
さ
れ
、
一
旦
過
敏
を
獲

得
す
る
と
、
そ
の
後
極
め
て
微
量
の

化
学
物
質
で
様
々
な
症
状
が
出
現
し

て
く
る
状
態
を
い
う
」
そ
う
で
す
。

こ
の
症
状
の
患
者
は
単
独
の
化
学
物

質
で
は
な
く
、
色
々
な
化
学
物
質
に

反
応
し
ま
す
が
、
室
内
空
間
中
に
存

在
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
も
反

応
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
員

研
究
員�

木
質
建
材
と
健
康
住
宅

木
質
建
材
と
健
康
住
宅�

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

金
　
田
　
利
　
之

金
　
田
　
利
　
之�

　
│
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
健
康
│

│
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
健
康
│�

研
究
員�

木
質
建
材
と
健
康
住
宅�

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

金
　
田
　
利
　
之�

　
│
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
健
康
│�
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林

研

だ

よ

り

　
「
箭
田
（
や
た
）
の
タ
ケ
ノ
コ
」

で
有
名
な
真
備
町
の
タ
ケ
ノ
コ
。

　
真
備
町
は
県
中
南
部
、
倉
敷
市
近

郊
に
位
置
し
、
人
口
二
三
〇
〇
〇

人
、
森
林
面
積
一
八
八
〇
㌶
、
竹
林

面
積
約
一
〇
〇
㌶
の
町
で
、
県
内
産

タ
ケ
ノ
コ
の
八
割
に
当
た
る
、
年
間

約
二
〇
〇
ト
ン
の
生
産
を
誇
る
大
産

地
で
す
。

　
真
備
町
産
の
タ
ケ
ノ
コ
の
味
は
、

あ
く
抜
き
を
す
る
際
に
糠
を
入
れ
る

必
要
が
な
い
ほ
ど
「
え
ぐ
み
」
が
な

く
、
条
件
の
い
い
竹
林
で
取
れ
た
タ

ケ
ノ
コ
は
、
そ
の
ま
ま
、
す
き
焼
き

な
ど
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

で
す
。

　
今
回
、
真
備
町
の
タ
ケ
ノ
コ
の
大

部
分
を
扱
っ
て
い
る
真
備
町
筍
生
産

組
合
に
組
合
長
の
妹
尾
正
志
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。

　
真
備
町
筍
生
産
組
合
は
、
現
在
、

組
合
員
数
二
五
〇
人
程
で
構
成
さ

れ
、
農
協
と
連
携
し
つ
つ
、
選
別
出

荷
を
行
っ
て
お
り
、
売
上
金
が
一
万

円
を
上
回
る
方
の
売
上
金
の
中
か
ら

組
合
員
費
一
万
円
を
引
き
さ
る
方
法

で
組
合
費
を
集
め
、
こ
の
組
合
費
を

　
「
吉
備
郡
真
備
町
筍
生
産
組
合
」

組
合
長
理
事
　
妹
　
尾
　
正
　
志
　

収
め
た
方
が
こ
の
年
の
組
合
員
と
す

る
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
組
合
員
の
数
は
豊
作

不
作
に
左
右
さ
れ
、
年
に
よ
り
か
な

り
人
数
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
出
荷
の
作
業
は
、
例
年
三
月
十
五

日
頃
か
ら
始
ま
り
、
五
月
十
五
日
ぐ

ら
い
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
告
等
の
取
り
組
み
は
、
特
に

行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

「
常
に
品
質
の
高
い
も
の
を
集
荷
し

つ
づ
け
て
い
れ
ば
自
然
と
評
価
が
つ

い
て
く
る
」
と
い
う
妹
尾
組
合
長
の

お
言
葉
か
ら
も
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

築
き
上
げ
た
歴
史
と
自
信
の
程
が
伺

わ
れ
ま
す
。

　
全
般
的
に
タ
ケ
ノ
コ
の
品
質
が
高

い
真
備
町
で
す
が
、
「
箭
田
（
や

た
）
の
タ
ケ
ノ
コ
」
の
タ
ケ
ノ
コ
の

呼
び
名
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
真
備

町
の
中
で
も
大
字
箭
田
で
採
れ
た
も

の
が
特
に
お
い
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
で
は
真
備
町
産
タ
ケ
ノ
コ
と

し
て
集
荷
さ
れ
る
た
め
、
中
に
他
地

域
の
も
の
も
混
ざ
り
、
た
ま
に
味
に

対
す
る
苦
情
も
有
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
も
真
備
町
産
タ
ケ
ノ
コ
へ

の
期
待
が
大
き
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
竹
林
を
管
理
し
品
質
の
高
い
タ
ケ

ノ
コ
を
生
産
す
る
施
業
体
系
は
確
固

た
る
も
の
は
な
い
も
の
の
、
次
に
挙

げ
ら
れ
る
も
の
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
竹
林
を
間
伐
し
、
八
年

生
以
上
の
生
産
性
の
落
ち
た
も
の
を

伐
採
す
る
施
業
で
す
。

　
仕
立
て
本
数
は
、
各
組
合
員
に
よ

り
独
自
の
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
妹
尾
組
合
長
の
仕
立
て
本
数

は
、
反
当
た
り
二
五
〇
本
程
度
で
疎

の
状
態
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
「
薮
の
肥
は
肥
料
よ
り

土
」
と
言
う
そ
う
で
す
が
、
林
内
に

盛
土
を
行
い
、
地
表
に
タ
ケ
ノ
コ
が

現
れ
る
の
を
極
力
遅
ら
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
粒
の
大
き
い
タ
ケ
ノ
コ
を
生

産
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
林
内
に
き
り
藁
を
ま
き
、

地
表
の
乾
燥
を
防
ぐ
施
業
な
ど
か
あ

り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
効
果
を
上
げ
ま
す
。

　
真
備
町
筍
生
産
組
合
で
は
、
年
に

一
回
総
会
を
か
ね
て
、
他
県
の
タ
ケ

ノ
コ
産
地
を
訪
ね
、
研
鑽
を
重
ね
る

ほ
か
、
タ
ケ
ノ
コ
の
採
れ
な
い
北
海

道
へ
空
輸
し
、
デ
パ
ー
ト
催
売
り
場

等
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
真
備
町
筍
生
産
組
合
も

他
の
第
一
次
産
業
と
同
様
、
生
産
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
前
記
の
施
業
の
効
果
は

あ
る
も
の
の
、
手
入
れ
の
行
き
と
ど

か
な
い
竹
林
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
品
質
の
向
上
し

た
中
国
産
タ
ケ
ノ
コ
が
、
県
内
に
も

入
荷
し
始
め
、
徐
々
に
脅
威
と
な
り

つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
以
上
、
真
備
町
筍
生
産
組
合
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
が
、
組
合
長
の
柔

和
な
人
柄
か
ら
も
組
合
の
雰
囲
気
が

伝
わ
る
よ
う
で
、
益
々
の
発
展
を
祈

り
な
が
ら
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

（
倉
敷
市
普
及
指
導
区Ag

武
田
　
保
）
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

投

稿

大

募

集

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
様
方
か
ら
の
お
便
り
、
最
新
情

報
な
ど
を
幅
広
く
ご
紹
介
し
、
よ

り
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
林
業
関
係
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
並
び
に
参
加
者

募
集
な
ど
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、

各
地
域
の
現
場
情
報
な
ど
、
お
気

軽
に
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
投
稿
は
一
件
で
も
多
く

の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
縦
十
四
文
字
、
横
二

十
八
行
（
三
百
九
十
二
文
字
）
を

目
安
と
し
て
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
写
真
に
つ
い
て
も

掲
載
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
投
稿
時
期
・
投
稿
先
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
誌
発
行
月
の
二
か
月

前
の
月
末
ま
で
に
、
最
寄
り
の
地

方
振
興
局
森
林
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
安
東
義
朗
）

発行月
�
５月
７月
９月
11月
１月
３月

「林声」投稿時期�

投稿締切
�

３月末
５月末
７月末
９月末
11月末
１月末

「林声」投稿先�

振興局�
�

岡　山�
東　備�
倉　敷�
井　笠�
高　梁�
阿　新�
真　庭�
津　山�
勝　英�

住　　　　　所

700－0817  岡山市弓之町6－1
709－0451　和気郡和気町和気487－2
710－0043  倉敷市羽島1083
714－0087  笠岡市六番町2－5
716－0062  高梁市落合町近似286－1
718－0003  新見市高尾2400
717－0013  勝山町勝山591
708－0022  津山市山下53
707－0004  美作町入田291－1

県
立
森
林
公
園
が
オ
ー
プ
ン

　
冬
の
間
閉
園
さ
れ
て
い
た
岡
山
県

立
森
林
公
園
（
苫
田
郡
奥
津
町
上
斎

原
村
）
が
、
四
月
十
七
日
に
開
園
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
雪
解
け
が
早

く
、
「
森
林
公
園
が
昭
和
五
十
年
に

開
園
し
て
以
来
も
っ
と
も
早
い
開
園

日
と
な
っ
た
。
」
と
公
園
管
理
事
務

所
で
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
最
初
の
日
曜
日
（
十
九

日
）
に
は
、
朝
早
く
か
ら
家
族
連
れ

や
弁
当
持
参
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
、

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
来
た
愛
鳥

家
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
珍
し
い
花

を
ね
ら
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ

ン
た
ち
が
来
園
し
、
午
前
十
一
時
頃

に
は
駐
車
場
が
早
く
も
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
新
緑
の
初
夏
を
迎
え

て
、
園
内
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
小

鳥
た
ち
が
さ
え
ず
り
、
巣
作
り
を
は

じ
め
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
で
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ
先
　
森
林
公
園
管
理
事
務
所

電
話
（
〇
八
六
八
）
五
二
│
〇
九
二
八
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岡
山
空
港
か
ら
グ
ア
ム
、
韓
国
方

面
等
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
別
表
の

と
お
り
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
価
格
も
魅
力
的
な
旅
行
商
品
が
多

　
岡
山
空
港
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
と

国
際
定
期
路
線
拡
充
の
お
知
ら
せ
　

数
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
グ

ル
ー
プ
、
個
人
の
旅
行
や
出
張
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
上
海
、
グ
ア
ム
へ
の
国
際

定
期
路
線
が
拡
充
さ
れ
、
ま
す
ま
す

便
利
に
な
り
ま
す
。

　
是
非
、
岡
山
空
港
か
ら
直
行
便
で

海
外
へ
ど
う
ぞ
。
詳
し
く
は
、
お
近

く
の
海
外
旅
行
取
扱
旅
行
会
社
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
定
期
路
線
の
拡
充
に
つ
い
て

　
a

　
上
海
路
線

・
運
行
会
社
　
　
　
中
国
東
方
航
空

・
運
行
開
始
予
定
日

　
　
平
成
十
年
六
月
三
十
日
（
火
）

・
使
用
予
定
機
材

　
　
　
Ｍ
Ｄ
│
九
〇
（
一
五
三
席
）

・
運
行
予
定
ダ
イ
ヤ

※
時
間
表
示
は
現
地
時
間
（
時
差
一

時
間
）

※
飛
行
時
間
…
…
…
二
時
間

・
運
賃
　
大
人
普
通
運
賃
（
片
道
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
六
三
、
七
〇
〇
円

・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
五
一
、
九
〇
〇
円

　
b

　
グ
ア
ム
路
線

・
運
行
会
社
　
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
航
空

・
運
行
開
始
予
定
　
平
成
十
年
七
月

・
使
用
予
定
機
材
　
　
　
　
未
　
定

・
運
行
予
定
ダ
イ
ヤ

　
　
　
　
週
二
便
（
詳
細
は
未
定
）

・
運
賃
　
　
　
　
　
　
　
　
未
　
定

方 面 �
上 海 �

グ ア ム �
�
グ ア ム �
�
グ ア ム �
�
グ ア ム �
�
グ ア ム �
�
グ ア ム �
�
ホノルル�

釜 山 �
済 州 島 �
釜 山 �
済 州 島 �
釜 山 �
済 州 島 �
釜 山 �
済 州 島 �
釜 山 �
済 州 島 �
釜 山 �
済 州 島 �
台 北 �
ハバロフ
ス ク �
カ ナ ダ �

期　　　間
  5/  2g～  5/  5c

  5/  2g～  5/  5c


  6/12f～  6/15b


  6/18e～  6/21a


  6/21a～  6/24d


12/29c～  1/  1f


  1/  1f～  1/  4b


12/29c～  1/  3a

  5/  2g～  5/  4b
  5/22f～  5/24a
  6/  5f～  6/  7a
  6/26f～  6/28a
  7/24f～  7/26a
  8/21f～  8/23a
  9/18f～  9/20a
  9/25f～  9/27a
10/  9f～10/11a
10/16f～10/18a
11/  1a～11/  3c
11/21g～11/23b
  1/  1f～  1/  4b

  5/31a～  6/  3d

  8/21f～  8/28f

航 空 会 社 �
中国東方航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
コンチネンタル・ミ
クロネシア航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
コンチネンタル・�
ミクロネシア航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
大韓航空�
チャイナエアライン�
アエロフロート・�
ロシア国際航空�
エアカナダ�

席数
103

153


153


153


153


153


153


420

108
108
108
108
108
108
108
108
108
108
108
108
146

160

200

平成10年度岡山空港発着国際チャーター便計画表�

（注）本計画は，平成10年４月～平成11年１月の計画を現時点でとり
まとめたもので，実際の運航は増加の予定である。

日数�
４�

４�
�
４�
�
４�
�
４�
�
４�
�
４�
�
６�

３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
３�
４�

４�

８�

曜

日

�

火
・
金�

岡
山
　
上
海�

上
海
　
岡
山�

岡
山
発�

上
海
着�

上
海
発�

岡
山
着�

一
四
　
五
〇�

一
六
　
〇
〇�

一
一
　
〇
〇�

一
四
　
〇
〇�

‥�‥�‥�‥�
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （４月中旬）�  木　材（４月上旬）�

 �
 乾しいたけ（４月下旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

25－28

20－22

16－18

20－22

30－35

35－40

55－60

70－90

30－35

50－55

60－70

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

28－30

20－21

25－28

35－40

35－40

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

35－40

30－33

18－20

25－28

55－60

65－70

110－150

200－230

65－70

110－150

200－230

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

40－43

27－30

45－48

65－70

60－65

10.5

12.0

〃  

13.5

〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

75－80

90－95

100－120

75－80

  90－100

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

18－20

18－20

23－25

60－65

33－35

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）６－８  

（本）12－20  

220－250

180－200

250－300

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－10
11－13
14－16
18上
７－10
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
安　値� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

10
12
19
19
12
12
16
17
－
－

15
15
31
35
－
18
30
35
53
46

8
8

10
11
－
－
16
16
－
－

38
21
24
22
17
19
55
38
34
25
13
9

69
68
64
55
55
44
79
73
72
69
48
34

編
集
後
記

○
平
成
十
年
度
の
第
一
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
本
年
度
も
「
林
声
」
の

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
長
船
町
及
び
東
粟
倉
村
に
整
備
さ

れ
て
い
た
「
美
し
い
森
」
が
相
次

い
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
森
林
浴
に
も
絶
好
の
時
期
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

○
次
回
は
、
七
月
の
発
行
予
定
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
情
報
の

提
供
な
ど
「
お
知
ら
せ
コ
ー

ナ
ー
」
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
Ａ
）


